
事業名称
第18回循環器疾患の

リハビリテーション研修会
開催日 令和6年9月21日

開催場所 WEB開催 開催時間 10:00～13:30

参加者

活動風景の写真等を貼り付けてください

事業報告書（学術局/専門領域部内部障害部会循環器班、森雄司）

一般参加：1名　静岡県理学療法士会員：29名　県外会員：9名　計39名

【活動内容】
テーマ：「地域の心不全患者対応のシームレス化」

日 時：令和6年9月21日（土） 13：00～16：30

場 所：対面（常葉大学水落キャンパス）・オンライン（ZOOM 使用）

参加者：39名（対面・オンライン含む、うちスタッフ7名）

研 修：講義・グループワーク形式

講義①：「急性期・回復期・生活期の取り組み」　13:10～14:10（20分×3）

講 師①：佐野　弘毅（聖隷浜松病院　理学療法士）

講 師②：増田　紘將（静清リハビリテーション病院　認定理学療法士）

講 師③：北野　桂介（聖隷訪問看護ステーション千本　認定理学療法士）

講義②：「マルチモービディティ時代のリハビリテーション戦略：超急性期から維持期への地域一体化プログラム」14:30～

16:00（90分）

講 師④：岩田　健太郎（神戸市立医療センター市民中央病院　専門理学療法士）

グループワーク：16:30～17:00

総評：

講義①では静岡県内の急性期・回復期・生活期の各病期で活躍されている先生方に、自施設の紹介、各期での課題をご提示

いただいた。

講義②では岩田健太郎先生より神戸市での取り組み、なぜ急性期～回復期～生活期までのシームレスな対応が必要になるか

を、岩田先生の臨床や国内外様々な病院へ研修に行かれた経験に基づいてご講義いただいた。

グループワークでは中部/西部・東部にグループ分けを実施し、各病院での循環器患者さんに対して抱えている問題点、サマ

【活動風景】


